
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｆ 最終更新日：令和  2年 6月22日 1頁

後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０１ 活力ある都市づくりの推進

都市政策課長  近藤　整

１．基本施策の令和元年度までの実現状況を明らかにする

都市計画、住宅、公園、景観など都市に関する施策の推進により、魅力と活気が満ち安心で充実した日常生活を送ることが

できる都市づくりを目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 滝沢市は住みやすい市だと感じている人の割合

1 ら 75.6 77.1 78.5 80 80 Ｃ
％ 68.6

し 70.6 - - - - 17.5

幸 滝沢市に愛着がある人の割合

2 76 77 78 80 80 Ｄ
％ 69.2

福 69.1 - - - - △0.9

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

04010100 いつまでも住み続けたいまちづくり
暮

住民基本台帳（９月末）による人口
1 ら

55,600 56,100 56,500 57,000 57,000 Ｃ
し 人 55,211

55,422 - - - - 11.8

04010200 みんなで考え、使い、育む公共交通
暮

市内のバスや電車は便利で利用しやすいと思っている人の割合
2 ら

34 36 38 40 40 Ｄ
し ％ 34.7

32 - - - - △50.9



り

今後の都市計画施策を

組

進めてまいります。

【

み

引続課題】

・中心拠点

と

形成に向けた土地利用

方

転換に伴う関係機関協

針

議、市内交通網の見直

に

し及び交通不便地域の

つ

足の確保

・空き家等対

い

策計画の策定

・小岩井

て

駅活性化事業について

の

駅前広場整備後の計画

達

検討

・滝沢中央スマー

成

トインターチェンジ開

（

通後の利用促進

・滝沢

実

総合公園修景施設等長

現

寿命化計画の事業推進

）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０１ 活力ある都市づくりの推進

都市政策課長  近藤　整

２．基本施策の実現に向けての令和元年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・良好な住環境の形成を図るため、区域区分、用途地域、地区計画、都市計画道路の変更について検討を行いました。

・平成３１年４月２０日に滝沢中央スマートインターチェンジが開通し、交通利便性が向上しました。

・ＪＲ東日本と協議し、小岩

政

井駅前広場整備につい

 

て事業を推進しました

 

。

・巣子駅駐車場につ

 

いて、満車対策及び有

 

料化について検討を行

策

いました。

(２) 基

:

本施策内の取り組みと

基

方針のうち、令和元年

本

度の重点課題の達成（

施

実現）状況
Ｂ 概ね達成

策

した

【重点課題】

・市

:

役所周辺を対象に都市

主

の中心を担う拠点の形

管

成を図るため、関係機

課

関との協議及び都市計

長

画法上の手続きを進め

職

ます。

・交通結節点の

・

環境整備を図るなど公

氏

共交通の利用促進策を

名

実施し、地域公共交通

関

の維持確保に向けた取

係

組を推進します。

【重

課

点課題に対する達成状

長

況】

・中心拠点地域の

職

整備に係る土地利用計

・

画について、関係機関

氏

と協議・検討を行いま

名

した。

・姥屋敷及び柳

(

沢地区の住民アンケー

１

トと市内各地区のいき

)

いきサロンで高齢者へ

 

のヒアリングを行いま

基

した。

３．基本施策の

本

実現に向けての令和元

施

年度実施後での変化を

策

認識する

Ａ 社会環境変

目

化なし

当基本施策に影

標

響する社会環境変化は

の

ありません。

Ａ 必要な

達

し

政策達成のため、引

成

き続き同一内容の基本

（

施策の実施が必須であ

実

るため、見直しは必要

現

はありません。

(１)

）

 令和 3年度方針策

に

定に際し、今後の方向

向

性や引継課題
Ｂ 課題あ

け

り

【今後の方向性】

・

た

利用しやすい交通網の

計

整備及び良好な住環境

画

の形成を図るため、今

期

後も引き続き交通結節

間

点の整備や利用促進に

内

取り組み

、盛岡広域都

の

市計画を形成する広域

取

市町と連携しながら、
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主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０１ 活力ある都市づくりの推進

都市政策課長  近藤　整

04010100  いつまでも住み続けたいまちづくり
1

72,187 60,961 △15.6

04010200  みんなで考え、使い、育む公共交通
2

705,648 675,821 △4.2

04019000  【4-1 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


